


 

■当日のスケジュール 

13:20～13:35 開講式（挨拶、オリエンテーション、科研費の説明） 

13:35～13:45 放射線クイズ 

13:45～14:15 講義①：「放射線とは」（終了後 5 分休憩） 

14:20～14:50 講義②：「がんの放射線治療」 

14:50～15:00 移動時間 

15:00～15:40 体験実習①：「放射線を感じる・利用する」 

15:40～16:20 体験実習②：「がんの放射線治療を体感する」 

16:20～16:40 ディスカッション 

16:40～16:50 修了式（アンケートの記入、未来博士号の授与） 

 

 

■留意・工夫した点 

 ・普段意識しない放射線について考えてもらえるよう、講義だけでなく体験型の実習を用意した。 

 ・医療の現場で放射線がどのように活用されているかを具体的に知ってもらうため、附属病院での放射線治

療機器の見学も実施した。 

 

 

■実施の様子 

 

１．開講式 13:20～13:35 

放射線科学講座 谷川教授の未来を担う中学生に対しての期待を込めた挨拶でプログラムが開始 

された。実施代表者の中村准教授からはプログラム内容と科研費について説明があった。 

 

 

     

 

 

２．放射線クイズ 13:35～13:45 

参加者の緊張を解すため、クイズを実施。若手医師の盛り上げもあり、楽しそうに取り組んでいた。 

 

 

３．講義①：「放射線とは」 13:45～14:15 

  講義①では、本学医学部放射線科学講座の河野診療講師によって放射線についての基本的な内容、 

放射線の利用法や放射線の原理といった専門的な講義が行われた。 

 

  



 

 

 

      

 

 

４．講義②：「がんの放射線治療」 14:20～14:50 

講義②では実施代表者である中村が『がんの放射線治療』について講義を行った。誰でもがんになりうる

現代において、がん治療の柱の１つである最新の放射線治療を紹介した。 

 

 

５．体験実習①：「放射線を感じる・利用する」 15:00～15:40 

  実習を通して日ごろ意識することの少ない放射線の存在を改めて認識してもらった。また、医学部のシミ

ュレーションセンターで最先端の機器を使用した実習を行った。普段見ることのない医療器機を実際に操作

できるということで、みんな真剣な表情であった。 

 

 

     

 

 

６．体験実習②：「がんの放射線治療を体感する」 15:40～16:20 

  隣接する附属病院に移動し、放射線治療室の見学、IMRT（強度変調放射線治療）の見学を行った。専

門スタッフの説明を聞きながら、機器やモニターを食い入るように見つめていた。 

 

 

７．ディスカッション 16:20～16:40 

  リラックスした雰囲気の中、今日の感想を言い合ったり、医学部生、医師、技師に質問をしたりしていた。 

プログラムを通して疑問に思ったことに対して、専門家の医師等が分かりやすい言葉で説明していた。 

 

 

   



 

 

 

 

８．修了式（アンケートの記入、未来博士号の授与） 16:40～16:50 

修了式では受講生一人ひとりに、修了証書（未来博士号）が手渡された。修了式後は参加者全員で写真

撮影を行った。参加者からは「放射線についてもっと知りたくなったし、もっと多くの人に知ってもらいた

い。」や「こういったプログラムを今後も続けてほしい。」といった意見が寄せられた 

 

 

    

 

 

■事務局との協力体制・広報活動 

・書類作成、予算管理、参加者への連絡等を事務局が担当することで円滑に終了まで進めることができた。 

・広報活動については、チラシを作成・掲示し、附属病院等のホームページにも情報を掲載した。また、枚方 

市教育委員会に協力いただき、市内の中学校へのポスター掲示も実施した。 

 

 

■安全配慮 

・体験実習においては、各班に医師、大学生が付き添い、安全に配慮して実習を進めた。また、万が一の 

事故に備えて、参加者全員を対象とした傷害保険への加入を行った。 

 ・新型コロナウイルス感染症対策として、マスク着用、手指消毒、換気、参加者間の距離を確保するといった

対応を行った。 

 

 

■今後の発展性・課題 

開催日について、日曜日は夏休み等の長期休暇中の方が参加しやすいという意見が多く寄せられた。また

新型コロナウイルス感染症の影響も受け、定員２０名に対し、当日の参加者は７名だけであった。 

来年度はコロナの状況をみながら開催時期について検討を行いたい。 

 

以 上 

 

 


